
流域治水の具体的な取組み内容 

 

下記のとおり流域治水の具体的な取組み内容を報告します。 

 

（企業等名称：中央建設株式会社） 

目的や背景 

近年の水災害の頻発に加え、今後、気象変動の影響により更に激甚化する

との予測を踏まえ、集水域から氾濫域にわたる流域に関わるあらゆる関係者

が協働して水害対策を行うことが求められている。過去に幾度なく水害発生

をした一級河川肱川の支流（嵩富川）合流付近に拠点を置く企業の使命とし

て地域社会の水災害対策に取り組んでいます。 

 

 

取組み内容 

①非常用電源の確保 

 ・自社社屋に太陽光発電システムを導入 

停電時に自立運転モードで執務に電力を供給（H28.9） 

・発電機 3台所有し非常時に使用（H25、R3.11、R4.12） 

 

②水災害に備えた資機材の確保 

 ・大型土嚢 2t（100 袋)、水膨張土嚢（50 袋） 

・ブルーシート（50 枚）、トラロープ（100m×2巻） 

・土嚢製作(設置)用重機（0.45 ㎥バックホウ） 

土嚢運搬車両(10t ダンプ、7t ユニック他) 

 

③水災害を含めた企業ＢＣＰの策定 

・四国建設業ＢＣＰ初回認定（H25.3） 

・四国建設業ＢＣＰ第４回継続更新認定（R4.3） 

 

④防災士の取得 1 名（R3.3） 

 

⑤えひめ河川メール(河川情報アラームメールサービス)登録 

・災害対策要員 13 名の登録を行い、河川防災情報の活用による迅速な 

防災活動に取り組む（R5.5） 

 

 

 

 

 



取組状況が 

分かる写真 

①非常用電源の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②水災害に備えた資機材の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電機（1.6kVA） 

発電機（3.7kVA） 発電機（3.7kVA） 

大型土嚢（100 袋） 水膨張土嚢（50 袋） 

太陽光発電システム 

自立運転対応型 

パワコン:200V 単相 3 線式 4.5kW 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③水災害を含めた企業ＢＣＰの策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土嚢運搬用車両（10t） 

BCP 発動基準（水災害含む） 事業継続計画

（BCP） 

四国建設業 BCP 認定証 

ブルーシート（50 枚）他 

土嚢製作・設置用重機（0.45 ㎥） 

ハザードマップ（洪水浸水災害想定） 



⑤その他（えひめ河川メール登録） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

 平成 30 年 7 月の西日本豪雨により、西日本を中心に広域かつ同時多発的

に河川の氾濫、がけ崩れ等が発生、大洲市においても甚大な被害が広範囲で

発生し、初めてのＢＣＰ本式発動となりました。手順に従って重要業務の対

応を行ないました。また、浸水被害を受けた近隣の災害復旧作業にも従事し、

国土交通省より功労表彰も頂きました。ＢＣＰの実践を通して、訓練ではで

きていた事が実践では思い通りにできなかった等の課題も見つかり、対策を

織り込んだＢＣＰに改訂しました。 

 

 

 

えひめ河川メール登録 「愛媛県庁 えひめ河川メール」引用 


